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１.　研究課題
　　オリンピックを中心に、スポーツに関する現代的な諸問題を総合的に考察する
２.　概要・目的
　2020年・東京オリンピック開催をきっかけとして、スポーツ及びオリンピックに関する現代的な諸問題につ
いて、多角的な視点から検討を加える。その背景には、スポーツ界における東洋大学の知名度を、単に、実技
面だけでなく学術・情報面でも高め、その発展に貢献することを目的とする。
　研究の方法・視点等については、特定の専門分野に属する者のみが理解可能であるような対象・分析・記述
方法をできるだけ避け、万人にとって興味深く、その内容を理解することが可能であり、なおかつ、学術的な
価値の高いもの、を追求していく。このことは、総合研究所のプロジェクトという性格からも、また、特定人
による学問の独占に反発した学祖・井上円了の考え方にもかなうことと考える。
　プロジェクトの進め方としては、①プロジェクト・ペーパーの発行、②研究会・講演会等の開催、③書籍の
刊行が中心になる。①については、研究員を中心に年間3回を目安に執筆依頼を行っていく。400×50字程度を
上限とし、60部作製する。論説、研究、資料、エッセイ、インタビュー等の分類が問題になるが、自己申告に
基づきプロジェクト・リーダーが判断する。②について、報告者を募り、年間4回程の研究会等を予定している。
③について、①②の成果を踏まえて、3～4年に1冊の刊行を目標とする。
　なお、①について、その内容は執筆者の自由であるが、自身の専門とスポーツとが何らかの形でクロスした
領域であること、東洋大学の3つの柱である「哲学」・「キャリア」・「グローバル」のいずれかを意識したもの
であることを求めていきたい。
３.　代表・メンバー(構成)
代　表　者：宮原均（研究員・東洋大学法学部教授）
研　究　員：齋藤洋、室松慶子、芦野訓和、朝倉輝一、グリーン. H. スチーブン、佐藤修一郎、谷塚哲
客員研究員：門脇邦夫（東洋大学法学部非常勤講師）、永石啓高（苫小牧駒澤大学）、
　　　　　　鈴木陽子（武蔵野学院大学）、伴好彦（武蔵野短期大学）
奨励研究員：荒邦啓介（東洋大学法学部非常勤講師）
院生研究員：始澤真純、鈴木崇之、清水宏、早川由美、椿雅人（以上、東洋大学）、田中幸喜（法政大学）
　　　　　　加藤隆之（亜細亜大学）、清水真（明治大学）、花田真衣（慶応義塾法科院生）
　　　　　　山下泰央（横浜市役所）、森口恵美子（八千代出版）
４.　今年度の成果報告
　今年度は、新しい研究会の形式として、インタビュー形式、及び、通訳付き講演会等も開催した。また、図
書刊行等の作業を進めるためにWGを組織した。研究報告を基に年度内に数本のプロジェクト・ペーパーを発
行する予定。齋藤研究員を現地に派遣してイタリアにおける地域密着型スポーツの発展について調査した。
(1)研究会
　第5回　スポーツ研究会
　日　時　2017年5月30日(火)　17時30分～19時00分
　会　場　東洋大学　白山キャンパス　第2会議室(8号館　中2階)
　報告者　宮原均（研究員・東洋大学法学部教授）
　題　目　「スポーツ事故と不法行為責任―カナダの裁判例を中心に―」
　カナダ在外研究の成果として、カナダのスポーツ事故に関する裁判例の報告及び質疑応答を行った。日本と
の共通点も多いが、カナダにおいてはイギリスのコモンローの影響がかなり及んでおり、学校でのスポーツで
は、教員の指導・懲戒と親の教育の相違・類似性が議論されている点が注目された。
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第6回　スポーツ研究会
　日 時　2017年6月16日(金)　11時00分～13時00分 
　会 場　東洋大学8号館1階　トレス・ダイニング
　講演者　中村礼子(東洋大学非常勤講師)
　題　目　「アスリートとキャリア」
　オリンピック・メダリストの中村礼子氏を囲んでのインタビュー形式の研究会を開催した。主として、競技
における精神面のコントロール、とりわけ試合に勝つための意識についてお話しいただいた。精神論的な内容
が中心になるかと思っていたが、予想に反して、普段の練習から、常に本番を意識することの重要性、及び、
情報の収集・整理・理解が大事であることが印象的であった。
第7回　スポーツ研究会
　日　時　2017年6月27日(火)　16時30分～18時30分
　会　場　東洋大学　白山キャンパス　第2会議室(8号館　中2階)
　報告者　サラ・ランディーニ(フィレンツェ大学法学部准教授)
　題　目　「保険―イタリアにおけるスポーツ・キャリア形成の視点から」
　イタリアにおけるスポーツと保険の関係について詳細に講演いただいた。アスリートの様々な活動及びライ
フステージに合わせた保険の種類、すなわち、アスリート自身のケガの程度、将来の生活保障、競技への復帰、
死亡などへの備え、更には、相手方選手や観客への損害などきめ細かい議論がなされている。更には、プロ、
アマチュアそれぞれを監督する団体が保険者となる等の仕組みが興味深いものであった。英語に日本語の対訳
をつけたものがプロジェクト・ペーパーにて掲載予定。
第8回　スポーツ研究会
　日　時　2017年11月7日(火)　17時00分～19時00分
　会　場　東洋大学　白山キャンパス　第2会議室(8号館　中2階)
　報告者　清水真 (明治大学法科大学院教授)
　題　目　「アメリカにおける公立学校のドーピング」
　公立学校においてドーピング検査等を行う際の、生徒のプライバシー保護と修正4条の問題等について議論
した。高校の対外試合等で他校と接する機会が多くなると、生徒間でのドラッグやドーピングの問題が多発す
る傾向があり、大会主催者は検査を欠かすことができない。しかしながら、採尿や採血を行う場合には生徒の
プライバシーへの侵入がなされ、これを強制的に行うには憲法上の令状主義等の問題が提起される。憲法の保
障が、学校等の行政手続にどのように及んでいくかとの問題が提起されていることを確認した。
第9回　スポーツ研究会　
　日　時　2017年12月19日(火)　17時00分～19時00分
　会　場　東洋大学　白山キャンパス　第2会議室(8号館　中2階)
　報告者
　第1報告　清水宏 (東洋大学法学部教授)
　題　目　「スポーツ法の現状」
　スポーツと法との関わりについて、スポーツ基本法、憲法(教育権、プライバシー、国籍・性別等の平等、
職業選択)・民法(不法行為、債務不履行、コーチング契約)、更には、紛争解決方法の問題点などが指摘された。
第2報告　宮原均 (東洋大学法学部教授)
　題　目　「スポーツと体罰」
　わが国におけるスポーツと体罰の問題を、法令、裁判例、学説を紹介しながら論じた。体罰は、法令上は明
治憲法下から絶対的に禁止されていたが、それにもかかわらず殴打等の体罰の問題が多発していること。その
一方で、体罰にあたらない有形力の行使という概念が立てられ、議論は錯綜している。更に、アメリカの議論
の紹介も行った。アメリカでは伝統的に体罰は許され、過度・不合理な体罰のみが禁止されている。日米では
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スタートの位置が正反対であるが、一定の有形力の行使が肯定されるという点では共通している。課題は、財
産上の不利益とは異なって身体の安全を侵害された場合には事後的な救済では不十分であり、事前の防止が必
要となり、そのために手続上の権利・義務の議論が必要であると提案している。
第10回スポーツ研究会　
　日　時　2018年1月23日(火)　17時00分～20時00分
　会　場　東洋大学　白山キャンパス　スカイホール左（2号館16階）
　報告者
　第1報告　清水宏 〈東洋大学法学部教授）
　題　目　「スポーツ法の現状・後半」
　スポーツ法全般について、今回は後半部分。選手やコーチ等の刑事責任、独禁法違反、紛争解決機関等々の
問題を縦断する内容であり、当研究会の今後の指針を示す内容であり、極めて有意義であった。
　第2報告　齋藤洋〈東洋大学法学部教授）
　題　目　「社会発展に対するスポーツの影響−Calcio Storico Fiorentinoを手掛かりにして−」
　昨年夏に行った、イタリアでの現地報告のリポート。サッカーの起源をイタリアに求めることを目的とした
が、より広くボールゲームの発祥を探ることになった。当初は格闘技と合わさっていたものが、次第にボール
中心となり、更には儀式・観光化していくプロセスが説明され、興味深い内容であった。
第11回　スポーツ研究会　
　日　時　2018年2月17日（土）11時00分～15時00分
　会　場　東洋大学相撲部合宿所
　第1部　ワークショップ　「競技としての相撲・奉納儀式としての相撲」をテーマとして、選手・コーチら
が土俵上で実技を行い、それについて監督が解説・質疑応答する。
　第2部  座談会　「学生にとっての相撲道とキャリア」を主なテーマとして、監督コーチらを囲んで、イン
タビュ ・ー座談会形式で質疑応答する。録音し、その内容を紹介分析し、プロジェクト・ペーパーに掲載する。
(2) ＷＧ
第1回スポーツ研究会WG　報告
　日　時　2017年10月9日(月)　18時15分～20時15分
　会　場　白山キャンパス　2号館3階　現代社会総合研究所
　出席者　宮原均　芦野訓和　齋藤洋　清水宏
　内　容
・本プロジェクトの最終目的である著書の出版に関し、その編集の方針・スケジュール・著書の体裁について
議論した。
・今後の研究会のテーマ・活動について、本年度の研究会の開催、海外調査結果の報告、都庁職員による講演
会等について確認した。
年度内の予定
・第2回を近日中に、開催する予定である。
(3)海外調査
　グローバルの視点から、出来るだけ海外における調査を行っていきたい。今年度は、齋藤研究員にイタリア
で調査を行っていただき、サッカーの発祥と地域に密着したスポーツ活動、とりわけ、学校単位の日本との比
較を行っていただいた。また、現地でシンポジウムに参加いただいたが、本年度の第7回研究会の講演をお願
いしたランディーニ氏のご配慮であった。来年度は、ドイツにおいて馬のドーピングに関する調査を予定して
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いる。
(4) プロジェクト・ペーパー
　本年度は、既に原稿があるもの、及び、研究会での報告を終えているがペーパーは提出されていないもの等
があるが、現時点では発行されていない。
・発行予定
①中村礼子先生インタビュー
②齋藤洋「社会発展に対するスポーツの影響−Calcio Storico Fiorentinoを手掛かりにして−」
③清水真「アメリカ公立学校のドーピング検査(仮)」
④清水宏「スポーツ法の現状(仮)」
⑤宮原均「体罰と手続保障(仮)」
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